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1.は じめ に

馬は,古 来人間にとって最 も重要な家畜の一つであるが,そ の歴史について

はまだ謎の部分が多い。馬の家畜化は,い つ,ど こで起 こったのか,馬 具はど

のように発達 して きたのか等々の問題について,多 くの説が提唱されている。

家畜化の起源については,近 年 ウクライナの ドニェプル川流域で調査 されたデ

レイフカ遺跡が注 目されている。 この遺跡はC-1.4年 代測定法で前4000年 前後

とされているが,こ こで馬の骨がた くさん発見 され,そ の中でとくに丁寧 に埋
はみ

葬 されたとおぼ しき馬の歯 に街 を装着 したときにのみ見 られる摩滅が見 られ,

さらに後世の街留め具(街 の両端で街 を留める用具,日 本古来の用語では鏡

板)に そ っくりの形の鹿角製品が出土 したのである。 これらの証拠 は,馬 が人

間に制御 される動物 として(騎 乗用か車牽引用 かは判断 しに くいが)使 われて

いたことを示 している。 しか しそれ以外の馬の歯は馬が野生で食用 に供 されて

いたことを示 している とする見方 もあ り,馬 の家畜化が まだ一般化 していなか

った とも考 え られるが,い ずれに して もユーラシア草原地帯の一角 に今か ら

6000年 も前 に馬 の家畜化 の萌芽 が み とめ られた ので あ る(Telegin1986;

Anthony,Brown1991;林 ほか1993;川 又1994a)。

デレイフカでは街その ものは出土 していないが(お そらく木のような有機物

であったのであろう),鹿 角製品を街留め具 と認めるならば,街 とそれにつな

がる頭絡 と手綱 とは,馬 の家畜化の初期の段階か ら存在 していたことがわかる。

家畜化 された馬はどのような特徴 をもっていたのであろうか。車あるいは梨 を
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引 く家畜 ならば牛 もいる。 しか し馬には,牛 にはない大 きな特徴がある。それ

は直接背にまたがって騎乗で きるということである。馬はスピー ドも速 く,急

転回 ・急停止 も可能であ り,車 には越えられない山や川 も容易 に越えることが

で きる。

騎乗 には鞍 と鐙が必要 と思われがちだが,デ レイフカほど古 くさかのぼらな

くとも,前2千 年紀か ら前1千 年紀初めまでは鞍 は知 られてお らず,せ いぜい

馬の背に薄い敷物がかけられる程度であった。鐙は鞍 に装着するものであるか

ら,鞍 がなければ もちろん鐙 も見 られない。それでは鞍 と鐙 は,い つごろ,ど

こで発明されたのであろうか。本稿ではこの二つの ものの起源 と発展 について,

現在知 られている資料 に基づいてまとめてみたい。

2.軟 式鞍の出現

鞍 は皮革 とか(後 に は)木 で作 られ る ので,考 古 資 料 と して は残 りに くい。

そ こで石製 ・金属製 の彫 刻 や工芸品 に見 られる図像資料 か ら判 断す るこ とにな

る。騎馬 を表現 した最 も古 い図像 は1930年 に イ ラ ン西 南 部 の ス ーサ で 発 見 され

た骨 に刻 まれた騎馬像 で,発 掘 者 に よ る と前4千 年 紀 後 半 とされ て い るが,こ

の資 料 の年 代 に は 最 近 疑 問 が 出 されて いる(川 又1994a:156-157)。 前3～

2千 年 紀 の メ ソポ タ ミアや エ ジ プ トにはい くつ かの騎馬像 が知 られてい るが,

そ の ほ とん どは尻 の上 に乗 る 「ロバ式騎 乗」で ある。 た とえば前14世 紀 の エ ジ

プ トの 戦 闘 場 面 を描 い た もの に尻 の上 に乗 った人物が見 られ るが(図1),手

に持 つ 綱 が2本 で しか も長 い こ とか ら,こ れ は本 来 馬 車 用 の馬 で戦 場 か らの脱

走 兵 が 乗 って い る もの と解 釈 され て い る(Trippett1974:62;Vainshtein

1991:214)。 しか しご くまれ な例 で は あ るが,前2000年 ころ の メ ソポ タ ミアの

回 転 式 印 章 や(川 又1994a:160)エ ジ プ ト新 王 国 時 代 第18王 朝(前

1567-1085)初 期 の彩 色 騎 馬 像(図2)な どで は明 らか に 馬 の尻 よ りも前 に乗

って いて手綱 も短 く(Rachewiltz1960169),前2千 年 紀 の騎 馬 術 につ い て も

見 直 す 必 要が 出て きそ うであ るが,本 稿 の テ,_.._.マで あ る鞍 は もち ろん 見 られ な

いo



鞍 と鐙(55)

馬の背 中央へ の騎乗 の図像 は前1千 年 紀 に はい る と急 激 に増 え は じめ る。前

9～7世 紀 の ア ッシ リア の浮 き彫 りに は しば しば騎馬 人物像 が表現 され ている

が,や は り馬 の背 に は何 もな い か,あ って もせ いぜ い 薄 い 敷物 程度 で ある(図

3,4)。 唯 一 の例 外 は シ ャルマ ナ セ ルShalmanaser3世(前860-一 一825)の 遠

征 を表 した青 銅 製 の 扉 で,そ こに は王 が 敷 物 か ら吊 され た 水平 の板 の上 に足 を

のせ て いる状 況 が示 されて い る(図5)(Bivar1955:63,fig.3;Broadbent

1985:20)。 しか しこれ は あ く まで も特 殊 な孤 立 した例 で,後 世 の 鐙 に はつ づ

か な い(White1962:14;ホ ワ イ ト1985:28)。

同 じア ッシ リア の騎 馬像 で も前9世 紀 で は 「ロバ 式 騎 乗 」 で(図3),前7

世 紀 の もの(図4)と 比較 す る と騎 乗 法 に進 歩 の あ とが見 られ るこ とはヴ ァイ

ンシ ュテイ ンや川又 らに よって指摘 されてお り,そ の原 因 はス キ タイ との 交 流

に 求 め られてい る(Trippett1974:63;Vainshtein1991:216;川 又1994a

:164)。 この説 を検 証 す るた め に は馬 具 の比較 を しなければ な らないであ ろ う。

鞍 につ いて見 る と,ア ッシ リアで は敷 物 程 度 で あ ったが,ス キ タ イで は ど うで

あ った の か 。残念 なが ら初期 ス キ タイの考古学資料 の中に鞍 の形 を探 求す るこ

とがで きる もの はない。

古代 の西 ア ジア,さ らに はギ リシ ア ・ロ ーマ 世 界 で は結局鞍 の形 に変化 はな

く,敷 物 以 上 の もの は見 られ な い。 ところが草原地帯 ではスキ タイ時代 の後期

になる とこの敷物 がやや進化 して厚み のあ るク ッシ ョン=座 布 団 の よ うな もの

が 出現 す る。 黒 海北岸 の前4世 紀 後 半 の チ ェル トム リク=ク ル ガ ンか ら出土 し

た銀 製 の ア ンフ ォラ型 リュ トンにはスキ タイが裸馬 を捕 らえて馬具 をつ ける ま

で の情 景が描 か れてい るが(図6),こ の 馬 の 背 に は単 な る敷 物 で は な く,前

まえ わ しず わ

後端がわずかに盛 り上がって(た だ し後世の硬式鞍の前輪 ・後輪ほ ど高 くはな
はる び むながい

いが),腹 帯 と胸繋 によって固定 されている(腹 帯 の下 に垂れている部分 を革

製の鐙 とす る見方があるが,こ れについては第5節 で詳 しく検討する)。

図像資料のほかに,ス キタイ時代には実物 も出土 している。アルタイ山中の

パジリク古墳群では地下の墓室が凍結 していたため,木 製品や皮革製品,さ ら

には ミイラ化 した人間や馬の遺体がほぼ完全な形で残 っていた。鞍 も腹帯 ・胸
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繋 ・尻繋 ・装飾 を付 けた状態で数多 く発見 された(図7)。 発掘者のルデンコ

は1～2号 墓出土の鞍 と3～5号 墓の鞍 との間にやや違いがみ られるとして,

前者 を第1型 式,後 者 を第2型 式 と称 している(Rudenko1953:161-171;

1970:129-1.37}o

どちらの型式の鞍 も本体は2つ のクッシ ョンをつなぎ合わせて作 られている

(図8)。 クッシ ョンは2枚 の大 きな革 を縫い合わせて中に鹿の毛(ま れにスゲ

科の草)を 詰め,詰 め物がかたよらないように縦方向に毛 ・麻 ・髪をより合 わ

せ た紐あるいは革紐で3本 刺子縫いが施 されている(図9)。 クッシ ョンの前

後の断面 には木製の板が張 られている。クッシ ョンの上に革製の腹帯(上 側)

を縫いつけて左右に垂 らし,下 側の腹帯 と結 ばれていたが,右 側ではしっか り

と縛 られ,左 側では鞍 を馬の背に付 けた ときに締めるようにされていた。腹帯

用の角製締 め具 は2例 だけ2号 墳で発見 された(図10)。 クッシ ョンの表側 に

は軟 らか く薄手のフェル ト(地 は黒か白で青か赤に塗 られていた)を かぶせて

縁辺 にそって縫い込み,4カ 所で革紐 によって固定 していた。その上 に動物闘

争文をシルエ ッ ト風 に切 り抜いた装飾が張 り付 けられている。 さらにクッショ

ンの前後 に(時 には中央に も)弓 形の棒(図11)を 革紐で固定 して補強 してい

た。クッシ ョンの下にはかな り厚手の軟 らかいフェル トが縫いつ けられていた。

腹帯か らは胸繋(幅 約12mm)が 出ている。腹帯か ら15～20cm離 れてか らもう1

本の胸繋が上方に伸 び,馬 の首筋 を越 えてわた されていた。 クッションの後ろ

か らは尻繋(幅 約22mm)が 出ている。左右のク ッシ ョンの後部からは,端 末に

木製の様 々な形の玉あるいは懊形の ものが付 けられた革紐が垂れてお り,一 部

は楯 を吊すために使われた。

第2型 式の鞍(図12)の 特徴 は,ク ッシ ョンの前後端が第1型 式 よりも少 し

高い ということのほかに,左 右のクッシ ョンの間に板(図13)を わた して補強

していたことがあげられる。 また飾板が各所 に多 く使われ(例 えばクッション

前端の半円形装飾板か ら垂飾が出た り,革 紐 の両端に小飾板が付 け られてい

る),革 紐 の接合部で は補強の役 目を も果 た している。第1型 式では尻繋は直

接 クッシ ョンに固定 されているが,第2型 式ではやや複雑で,左 右のクッシ ョ
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ンか ら出た革紐が徐 々に広が り,そ こにス リットを入れて もう1本 の革紐 と結

ばれ,へ ら形の飾板で覆われている。パジリク5号 墳 から出土 した巨大なフェ

ル ト製壁掛け(あ るいは天幕覆い)の 騎馬像 にも,前 部 と後部がわずかに盛 り

上がった鞍が見 られ,尻 繋のはじまりにはへ ら形の装飾が見 られる(図14)。

これ とよ く似た鞍は,い わゆるピョー トル=コ レクシ ョン中の一対の金製帯

留め具に表現 されてい る(図15)。 鞍の縦方向の筋が刺子縫いの線であるとす

ると,こ の鞍 には装飾的なフェル トのカバ ーがないことになるが,ク ッシ ョン

の上か ら腹帯 を付 けて腹帯から胸繋が伸 び,尻 繋が二重構造である点などよく

似ている。秦始皇帝陵近 くの兵馬桶坑から出土 した騎馬桶(図16)は 胸繋が表

現 されていないのが不思議であるが,鞍 本体 はやは りクッシ ョンで,詰 め物が

かたよらないように刺子縫いの代わ りにち ょうど現代の体操で使 うマ ットのよ

うに等間隔で表裏が縫い合わされ,前 後端がやや高 く盛 り上がってお り,そ こ

から垂飾が出ている。ク ッシ ョンの中央 を通 って腹帯が回されている点 もパジ

リクの鞍 と同 じである。中国にこのようなスキタイ風の軟式鞍が導入 されたの

は,戦 国時代の趙 の武霊王が前4世 紀末に 「胡服騎射」(筒 袖の短上衣 にズボ

ン ・靴 という乗馬に適 した遊牧民の服装 をして馬 に乗 りなが ら矢 を射 る)を 採

用 したのと同 じ頃であろう。漢字の 「鞍」 という字は 「革へん」であるが,こ

のことは中国に鞍が入 って きたとき,そ れが 「木製」で はな く,「革製」であ

ったことを物語 っている。

3.硬 式鞍への発展

以上のように,軟 式鞍 は前5世 紀か ら前3世 紀にかけてユーラシア草原地帯

と中国北部に広 く普及 していた。この軟式鞍はた しかに敷物程度の ものよりは
くらぽね

進歩 しているが,木 製の骨組(鞍 橋)を もつ後世の硬式鞍 につなが るものであ

ろうか。パジ リク1号 墳出土の鞍 を調査 したグ リャズノブは,そ れが後1千 年

紀後 半 に出現す る硬式鞍への過渡的形態 であ るとみ な してい る(Gryaznov

1950:57)。 硬式鞍の出現年代 は後述す るように今では後4世 紀初 にまで確実

にさかのぼることがで きるが,そ れで も前5～4世 紀のパジ リクとで は800年
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前 後の開きがあ り,「過渡的」 とい うにはあま りに長す ぎる。パ ジ リクよりも

後の同 じアルタイの大カタンダ=ク ルガン(前2～ 後1世 紀)か ら出土 した馬

の木彫 には,鞍 の前後端がやや盛 り上が っていることがみ とめ られ るが(図

17),初 期硬式鞍の前輪 ・後輪 ほど高 くはない。おそ らくパジ リク型の軟式鞍

はあまり変化す ることな く草原地帯で使われていたのであろう。

紀元前後のモンゴル高原北部のノイン=ウ ラ古墓群か らは鞍の前輪 と後輪に

当た ると思 われるブ0メ ラン形 の木製品が発見 されて いる(図18)。 この前

輪 ・後輪はパジ リク型軟式鞍の前後端の装飾板 と形が同 じであるが,こ れには

方形の孔があいているので,そ こに棒 を通 して骨組みを作 った と考 えられる。

つ まり全体 の形は軟式鞍 と同 じだが,機 能的には後世の硬式鞍 に近い とい うこ

とがで きよう。 しか しこの構造では人間を乗せることには耐 えられず,荷 鞍で

あろうと思われる(梅 原1960:85-87)。

中国では,前 漢初期の陳西省成陽楊家湾出土の騎馬桶の鞍 には鞍橋の前輪 ・

後輪は見 られない(楊1984:46)。 山田は後漢末の甘粛省武威雷台漢墓出土

の青銅製騎馬桶(図19,20)に 付 けられた鞍 を居木先が表現 された硬式鞍 とみ

なすが(山 田1994:37),筆 者 には鞍 の前後の断面 を木で補強 したやや厚め

の軟式鞍のように見える。 しか しその前後の断面には環がつ けられてお り,そ

こか ら胸繋 と尻繋が出ていた と思われる。パジリク型の軟式鞍では胸繋 は腹帯

か ら出ていたのに比べ ると,こ れは硬式鞍の胸繋の出 し方 と同 じであ り,硬 式

鞍へ一歩近づいたもの と見 ることがで きよう(た だ し前輪 に相当す る部分はか

な り高 くなっているが,後 輪 に当たる部分はほとんど盛 り上がってお らず,後

出する晋代 の両輪垂直鞍 とは異なる)。 最初に出た簡報では 「馬腹鞍」のあた

りに 「朱 ・白彩絵」の痕が残 っていて,そ れは描かれた 「薦(く らしき)」 の

残 った痕のようであ ると記 していたが(甘 博文1972:17),そ の後の報告で

は注 目すべ きことに,「 鞍下馬身」 に 「薦」が粉末の下塗で 「朱彩」 されてい

るばか りでな く,「脚鐙 と薦の飾 りの痕跡」がなおよ く見 られ るとい う(甘 粛

省博物館1974:91)。 「脚鐙」 は本来車に乗るための足がか りであるが,薦 に

描かれているとすれば 「あぶみ」 とも考えられる。 しか し公表 された図版では
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その ような表現は見 られず(林 巳1976:351),ど のような形状のものが描か

れていたのか,ま た左右両方かそれ とも左側だけに描かれていたのかについて

も記述がない。 もちろんそれが革製か金属製か もわか らない。1994年 に東京の

古代 オリエ ン ト博物館で開かれた展覧会 にこれ らの騎馬桶が展示 されたとき筆

者が見た ところ,た しかに薦に馬が描かれていることは識別で きたが,「 脚鐙」

は確認す ることがで きなかった。出土時には見 られて もその後色 あせ て消えて

しまったのであろうか。報告者の言 うとお りに 「脚鐙」が描かれていたとすれ

ば,そ れは文字 どお り単 に乗るときの足がか りに過 ぎず,騎 乗中は足 からはず

していた とい うこ とになろ う・ いずれ に して もこの鞍 の型六 と 「脚 鐙」 とは,

後述す る安陽孝民屯硬式鞍,長 沙金盆嶺騎人桶 につづ く過渡期の例 として重要

である。なおこの墓の年代は,出 土貨幣などから後漢霊帝の中平三年か ら献帝

の時期(ass219年)と されている(甘 粛省博物館1974:108)。 まった く同

じ鞍 を装着 した銅馬 は甘粛省張腋県の沙井(図21)や 甘俊郷で も発見 されてい

る(『敦焼 ・西夏王国展』1988:36-37)。

西晋代 とされる河南省鄭州南関出土の陶馬(図22)で は両輪がかな り高 く立

ってお り,こ れは木製の硬式鞍 を表現 している可能性 もあるが,居 木先は見 え

ない(鐙 も見 られない)。

それでは確実に木製 と判断される硬式鞍 はいつ どこで最初 に作 られたのであ

ろうか。木製品はなかなか残 りに くいが,装 飾用に張 られていた金属部分が残

れば,そ れから鞍全体 を復原することも可能 となる。実物 として最 も古い例 は,

河南省北部 の安陽市郊外の孝民屯154号 墓か ら出土 した鞍金具で,そ れから復

原 された鞍は2枚 の居木の上 に前輪 と後輪が垂直に立つ タイプである(図23)。

長方形の2枚 の居木が鞍の基礎 となっている点は,パ ジリク型軟式鞍が2枚 の

クッシ ョンを縫い合わせて作 られていることと同じである(た だ し硬式鞍では

居木は接 していないが)。 居木からは2本 の腹帯が出て左側で締め るようにな

っている。パジリク型で は胸繋は腹帯か ら出ていたが,こ こでは居木先から出

てお り,尻 繋 も後輪か らではな く居木の後端か ら出ている。この遺跡の年代は,

伴 出 した古越磁 に基づ いて西晋末～東晋初(4世 紀初～中葉)と されている
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(中国社会科学院1983:510;穴 沢 ・馬 目1984:32)。

ところで孝民屯の鞍 には左側にだけ居木か ら鐙(木 芯金銅張 り)が 吊されて

いる。 この鐙 も,実 物 としては最古 の例である。最古の硬式鞍 に最古の鐙が付

けられていることは,注 目すべ きことである。鐙に足 をかけるときには全体重

がかかることになるので,軟 式鞍程度では耐えられず,木 製の硬式鞍が現れて

はじめて鐙の使用が可能 となった と考える研究者が多い(Vainshtein1966:

67;Ambroz1973:94;ア ムブローズ1988a:27;増 田1988:63;中 村1991

:254;Clutton-Brock1992:75)。 鐙の起源 については後述す るが,左 側だけ

の鐙 は馬にまたがるときの足がか りとして使用 しただけで,騎 乗中ははず して

いた らしい。 とい うのは,湖 南省長沙金盆嶺21号 墓か ら出土 した騎人桶では,

前輪 ・後輪垂直鞍の左側に三角形の小 さな鐙が見 られるが,足 がかけられてい

ないか らである(図24)。 この墓か らは永寧二年(後302)の 紀年碑が発見 され

ている(湖 南省博物館1959)。 そこで,4世 紀初(3世 紀後半 にさかのぼる

か もしれない)に 中国で前輪 ・後輪垂直型の木製硬式鞍 と片側鐙が現れたが,

鐙 は乗馬の際の足がか りとして使用 されたとする考 え方が提出されている(樋

口1972:2-3)。

しか しほぼ同時期(4世 紀前半)の 南京象山7号 墓出土の陶馬桶(図25)は

両輪垂直型で尻繋の装飾 も孝民屯馬桶 と同 じだが三角形の小 さな鐙が発掘報告

によれば 「両側有…鐙」(南 京市博物館1972:30)と あ り,同 じく東晋代の遼

寧省朝陽衰台子石榔壁画墓では 「木芯包革」の両輪垂直鞍橋 と 「木芯包革双馬

鐙」が発見 されている(図26)(遼 寧省博物館文物隊1984:45)。 この衰台子

石榔墓 より時期的にさかのぼるとされる遼寧省北票県房身村北溝墓地8号 墓か

らも,高 い鞍橋 をもつ鞍 と 「1副2件 」の 「木芯外包釘銅片」の馬鐙が出土 し

ている(董1995:36)。 この墓が属す る時期 は 「3世 紀中葉から4世 紀中葉」

(同上)あ るいは 「3世 紀中葉か ら4世 紀初」(徐1990:166)と されている

が,残 念なが ら正式な発掘報告 はまだ刊行 されていない。 また東晋の画家顧榿

之の 「洛神賦図巻」 にも騎馬人物が足 を鐙 に入れている状況が描かれているの

で,単 なる足がか りで はな く,当 然両側鐙 と考 えられ る(図27)[た だ しこれ
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は今 日伝 わ って いる最 も古 い模本 で も宋代 の ものであ るので,確 実 に東 晋 代 の

資 料 とす る こ とは留保 しておか なけれ ばな らないが]。 さ らに伴 出文 書 か ら北

涼 期(5世 紀 初)と 思 わ れ る新 彊 トゥル フ ァ ン ・アスターナ64TAM22号 墓 出

土 の木 製 馬 桶(図28)(古 代 オ リエ ン ト博 物 館1986:図60;国 家 文 物 局1981

:196;荒 川1989:2)も 両輪 垂 直 型 で 両 側 に鐙 が あ る。 この よ うに4～5世

紀 初 の資 料 の ほ とん どすべ て が 両側鐙 を示 してい るの に対 し,片 側 鐙 の 出土 例

(図 像 資 料 も含 め て)は 上 記 の ほ か に は な い こ とか ら見て,片 側 鐙 が0定 期 間

あ る程 度 の広 が りを もって普 及 した とは思 われない。 また孝民 屯の片側 鐙 につ

い て も,本 来 一 対 で あ っ た もの の か た わ れで はないか とい う疑 問 も捨 て きれ な

い(Dienl986:34)。

両 輪 垂 直 型 の鞍 は両 側 鐙 と と もに早 くも4世 紀 後 半 に は 中 国東 北 地 区 南 部 を

通 っ て5世 紀 に は 朝 鮮 半 島 か ら 日本 に ま で伝 わ った(申1986:39;中 村

1991:256;金1993:205)。 後 輪 垂 直鞍 は騎 乗 者 の尻 を支 え るだ けの堅牢 さの

ない女性 の横乗 り用鞍 に起源 す る儀侯的色彩 が強 い ものであ って戦 闘用 の鞍 で

はない とす る見解 もあ るが(増 田1971:32;増 田1974:116),逆 に前 後 か

らぴ っ た りと挟 みつ け る こ とによって む しろ重装騎兵 の確 固 と した支 え となる

とす る見方 や(Ambroz1973:94;ア ム ブ ロ ー ズ1988a:28),後 輪 の 強度 は

そ れ ほ ど重 要 で は な い とす る見方 もあ る(中 村1991:256)。

な お硬 式 鞍 の 出現 時 期 につ い て アム プロ,_...ズは 「vnacharenasheiery紀 元

後初 頭 」 で あ ろ う と記 述 して い るが(Ambroz1973:94;ア ムブ ロ ーズ1988

:28;山 田1994:37),そ の 例 と して彼 が 図 示 して い るの は4世 紀 初 の 長 沙 金

盆 嶺 騎 馬 桶 と5世 紀 の 朝鮮 半 島 の資 料 で あ るの で,「 紀 元 後 初 頭 」 とい う表 現 は

資料 に基づ かない単 な る推測 に過 ぎない。 また楊 泓 も 「西 漢末年」 に鞍橋 を も

つ 鞍が 出現 したので はない か とす るが(楊1984:46),そ れ も晋 代 に高 い鞍

橋 を もつ 鞍 が 広 く流行 してい るか らにはそれ以前 の 「西漢末年」 に出現 してい

たであ ろ うとい う推測 に過 ぎない。
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4.後 輪傾斜鞍の出現

その後 中国 ・朝鮮 半 島 ・日本 で は後輪 が傾斜 した鞍が現 れ る。その年代 は必

ず しも明確 で はないが,高 句 麗 で は5世 紀 後 半 の 舞 踊 塚 の壁 画(図29)に 後輪

傾 斜 鞍 と思 わ れ る表 現 が あ り,日 本 で は伝 岩戸 山古 墳 出土 の石 馬(図30)に 表

現 され た鞍 か ら6世 紀 前 半 頃 に変 化 が 起 こ った とす る見方が ある(山 田1993

:245)。 中 国 につ い て は,「 北 魏[386～534年]が 建 設 さ れ た 頃 は じめ て 中 国

に後 輪 傾 斜 の鞍 が 出現 した よ うで あ る」 とす る見方 もあ るが(増 田1974:

115),北 魏 の馬 桶 に は 両 輪 垂 直 鞍 や軟 式 鞍 も見 られ(中 村1991:256),「 北

魏 晩 期 」 とす る説 もあ り(楊1984:47),そ れ ら旧 式 鞍 と並 存 した の か そ れ

と も出現年代 その もの を再検 討すべ きか問題が残 る。甘粛省荘 浪県 出土 の造像

塔(図31)の 年 代(5～6世 紀 前 半)が も う少 し しぼ り込 め れ ば問 題 の解 決 に

近づ け よう。

次 に,草 原 地 帯 に 出現 した硬 式 鞍 を見 て み よう。最近 フ ンに関す る考古 資料

をま とめ たボーナ は,3世 紀 か ら4世 紀 へ の替 わ り目頃,す な わ ち 中 国 に硬 式

鞍 が現 れ た の とほぼ同 じか少 し早 い時期 に,両 輪 垂 直 鞍 が 内 陸 ア ジ アで発 明 さ

れ て広 まって い った と推 測 す るが,具 体 的 な 証 拠 は 呈 示 して い な い(B6na

1991:179)。

草 原 地帯 で 最 古 の 硬 式 鞍 の例 と して一部 の研 究者が認 めているのは,ミ ヌ シ

ン ス ク盆 地 の ウイ バ0ト=チ ャ ア タス1号 墳 か ら出土 した ア ーチ 形 の 白樺樹 皮

製 品であ る(図32)(Kiselev1951:tabl.XXXVI,ris.1)。 キ セ リ ョフは これ

を鞍 の前 輪 に貼 りつ けた もの と考 えたが(Kiselev1951:434),高 さが14cm,

幅 が19cmと 小 さ い た め,ク ィ ズ ラ ソ フ は 模 型 の 鞍 の 前 輪 と解 釈 した

(L.R.Kyzlasov1960:130)。 しか し息 子 の1.L.ク ィズ ラ ソ フ は なぜ か そ の

後 の論 文 で はキセ リョフ説 を採用 してい る(1.L.Kyzlasov1973:26;1.L.ク

ィズ ラ ソ フ1988:4)。 一 方,ヴ ァイ ンシ ュテ イ ン は こ の 白樺 製品 を前輪 の

貼 りつ け とす る根拠 は まった くない と否定 して いる(Vainshtein1966:72)。

用 途 だ け で な く年 代 につ い て も議論 が あ る。 キセ リ ョフは紀元 後 の初 め と し
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(Kiselev1951:434),ク ィズ ラ ソ フ父 子 は タ シ ュテ ィクTashtyk文 化 の シ

ルSyr期 に属 し1～2世 紀 とす るが.(L.R.Kyzlasov1960:136;1.L.Kyz-

lasov1973:26;1・Lク ィズ ラ ソ フ1988:4) ,ア ム ブ ロ ーズ は6世 紀 後 半

～7世 紀 前 半 と して い る(Ambroz1973:97;ア ム ブ ロ ー ズ1988a:30) 。 こ

の よ うに この 白樺 製 品 に は用 途 につ いて も年代 につ いて も大 いに疑 問の余地 が

あ り,硬 式 鞍 の 最 古 の例 と断 定 す るわ け にはいか ない。

キルギス タ ンの タラス河谷 にあ るケ ンコール遺跡(地 下横 穴 墓 群)で は,鞍

の 前 輪 の 覆 輪 か と思 わ れ る木 製 品(図33)が 発 見 さ れ て い る(Bernshtam

1940:tabl.26;Wernerl956:Taf.35-1)。 ヴ ェ ル ナ ー は これ を ノ イ ン=ウ

ラ出 土 品 と同列 に扱 い,そ の年 代 を4～5世 紀 と して い る が(Werner1956:

51),形 の 点 で は む しろパ ジ リク 出土 品(図11)や 民 族 大 移 動 期 以 後 の鞍 橋 の

覆 輪(例 え ば,図65)と も似 てお り,こ れ だ け の 出土 で は用 途 や 年代 を決 めに

くい。 ケ ンコール遺跡 はu奴=フ ン同族 論 の支 持 者 か らは旬 奴 が西遷の途 中に

残 した遺跡 と して注 目されて いるが,ア ム ブ ロー ズ は遺 跡 全 体 の 年 代 を5～8

世 紀 と下 げ て い る(Ambroz1981:10)。 いず れ に して もケ ン コ ー ルの 資 料 は

今後 の比較検討 を必要 として いる。

草原地帯で確実 な硬式鞍 は,フ ンの ア ッテ ィ ラ時 代(5世 紀前 半)と そ れ に

つ づ く時 代 に カ ザ フス タ ンか らヨーロ ッパ にかけての多 くの埋 葬遺 跡で発見 さ

れ た鞍飾 りか ら確認 され ている(カ ザ フ ス タ ン西 北 部 の ボ ロ ヴ ォエBorovoye,

ウ ラル 山脈 南 部 の シ ポ ヴ ォShipovo,カ ス ピ海 西 北 岸 の ヴ ェ ル フ ニ ・一=チ ル ユ

ル トVerkhniiChiryurt,ハ ンガ リー の ペ ーチ=ユ ス ヨグPecs-Uszog,ア ル ザ ス

地 方 の ム ン ドル スハ イ ムMundolsheimほ か)。 そ れ は と もに一 対 で 発 見 され る

三 角形(あ る い は そ の一 端 が切 り取 られ た形)と 鎌 形 の金 製 また は銀 製 飾板 で

(図34),街 な どの馬 具 と と もに出土 す る こ とが多 い(た だ し北 カ フ カス の キ ス

ロ ヴ ォツ クKislovodskレ ー ル モ ン トフ岩Lermontovskayaskala第2墓 地10号

地 下 横 穴 墓,黒 海 北 岸 の ノ ヴ ォグ リゴ リエ フ カNovogrigor'evkaや ス ロ ヴ ァキ

ア南 部 の レヴ ィ ツ ェLewiceな ど,三 角 形 飾 板 だ け が 出土 す る場 合 もあ る)。

ヴ ェル ナ ー に よれ ば,全 部 で13点 の 三 角形 飾 板 の うち10点 が 鱗 状 文 様 で装 飾 さ
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れ てい る(Werner1956:52)。 こ の 鱗 状 文 様 は,い わ ゆ る民 族 大 移 動 時 代

(4世 紀 後 半 ～5世 紀)に 草 原 地 帯 を 中心 と して東 は朝 鮮半 島か ら西 は ヨー ロ

ッパ に至 るまで武器や馬具 の装飾 に よ く使 われてい た。

この三角形 飾板 の用途 につ い て は,硬 式 鞍 の 前 輪 の 装 飾(Werner1956:

51;Maenchen-Helfen1973:209),あ る い は パ ジ リ ク型 の 軟 式 鞍 の 前 断面 の

装飾 で はないか(Ambroz1973:97;ア ム ブ ロー ズ1988a:30)と い う推 測

が な され て い た が,そ の 後 こ の三 角 形 飾 板 が 馬 の骨 格 とともに原位 置で発見 さ

れ,用 途 の 問題 は解 決 す る こ と とな った。黒海東北岸 ノヴ ォロ ッシースク市近

くのデ ュル ソDyurso川 の ほ と りに あ る古 墓 群 で,1974年 に ドミ トリエ フ を団

長 とす る ノ ヴ ォロ ッシース ク地 方博 物館 調査 団が発掘 をお こな い,馬 の埋 葬 を

16基 発 見 した(Dmitriev1979;ド ミ トリエ フ1988)。 そ の うち4基 で は馬 の

骨 の上 に金 製 と銀 製 の 三角形(と い うよ りは半 円形 に近 い が)飾 板 が0対 ず つ

発 見 され た。 そ の 出土 状 況 はいずれ も肩 甲骨 のす ぐ後 ろに,表 側 を上 に して,

弧 状 の縁 辺 が 馬の 頭 の方 を 向 い て いた(図35)。 も し もζれ らの飾 板 が 鞍 の 前

輪(あ るい は軟 式 鞍 の前 断面)に 貼 られ て い た の で あ れ ば,(1)前 輪 が 前 方 に倒

れ た場 合 に は弧 状 の縁辺 は馬 の頭 の方 を向 くが表側が 下 になるはずであ り,(2)

前 輪 が 後 方 に倒 れ た場 合 に は表 側 は上 になるが弧状 の縁辺 は馬の尾 の方 を向 く

はずであ る。従 って これ らの飾板 は前輪 な どに垂直 に貼 られてい たので はな く,

水平 に,す な わ ち前 輪 の前 方 に突 出 した居木先 に貼 られていた ものであ る とい

う結 論 を ドミ トリエ フは下 した(Dmitriev1979:220;ド ミ トリエ フ1988:

55)(図36)。 これ らの飾 板 が 出土 した馬 の埋 葬 の年代 を ドミ トリエ フは5世 紀

と推 測 して い るが(Dmitriev1979:221;ド ミ トリエ フ1988:56),伴 出品

か らみ て 妥 当 な と ころ で あ ろ う。

そ れ で は鎌 形 の飾板 は どこに貼 られ て い たの で あ ろ うか。 フ ェテ ィ ヒN.

Fettichは 鞍 の 後 輪 の 飾 板 とみ な し(Werner1956:52),ア ム ブ ロ ー ズ は当

初 パ ジ リ ク型 軟 式 鞍 の一対 の飾 板 と考 えた(Ambroz1979:230;ア ム ブ ロ ー

ズ1988b:62)。 最 近 で も ボ ー ナ は垂 直 前 輪 の 飾 板 とみ な して い る(図37)

(B6na1991:68,Abb.23/1)。 しか し7～8世 紀 の ヴ ェ ル フ ニ ー=チ ル ユ ル
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トVerkhniiChiryurt(東 北 カ フ カ ス)17号 墳 地 下 横 穴 墓 か ら出土 した鎌 形 飾

板(図38)(Magomedov1975:276;マ ゴ メ ドブ1988:48)が 居 木 の 後 方 突

出部 縁 辺 に ぴた りと合 うこ とか ら,ア ム ブ ロー ズ はム ン ドル ス ハ イ ムな ど5世

紀 の 鎌 形 飾 板 も同 じ く居 木 後 方 突 出部 の 飾板 とみ なす に至 っ た(Ambroz

1979:230;ア ム ブ ロ ー ズ1988b:62)。7～8世 紀 の ヴ ェ ル フ ニ ー=チ ル ユ

ル トの鞍 は そ の形 か らみ て 明 らか に後輪傾 斜鞍で ある。 とすれ ば,同 じよ うな

鎌 形 飾 板 を もつ5世 紀 の鞍 も後 輪 傾 斜 鞍 とい う こ とになる(Ambroz1981:

13)。 ・世紀 の南 シベ リアの トゥヴ ァの コケ リKokel'古 墓 群2号 墳 出土 鞍

(図39)(Vainshtein1966a:327,fig.40)と 新 彊 ウル ム チ南 山塩 湖2号 墓 出

土鞍(図40)(王 嫡 華1973:図9,20)は,飾 板 が 貼 られ て は い な い が,居 木

先 の前 方 ・後 方 の突 出部 の形 はム ン ドルスハ イムや ヴェル フニー ニチルユ ル ト

と一致 す る。結 局,三 角 形(あ るい は半 円形)と 鎌 形 の 飾 板 の位 置 の推 定 が正

しい とすれ ば,草 原 地 帯 の西 部 で は両 輪 垂 直 鞍 の段 階 を経ず に早 くも5世 紀 か

ら後輪 傾 斜 鞍 が 普 及 して い た こ とになる。

草 原地帯東部で は まだ5世 紀 の例 は知 られ て い な いが,硬 式 鞍 が 東 ア ジ アか

ら伝 わ った こ とは まず疑 う余地 のない ところであ るか ら,当 然 東 部 に もあ った

と考 え るべ きで あろ う。 それでは誰が硬式鞍 を西方 に伝 えたので あろ うか。そ

れ は フ ンで あ ろ う とい う考 え方 が 一 般 的 で あ る。 ヨル ダ ネスJordanesの

『ゴ ー ト史Getica』XL,213に よ れ ば,451年 に フ ン 軍 が マ ウ リ ア ク ム

Mauriacum近 くの 戦 場[従 来 そ の 地 名 は 「カ タ ラ ウ ヌ ムCatalaunum」 と称 さ

れ て きた が,そ れ は後 世 の 誤 伝 で あ る こ とが わか って きた(Maenchen-Helfen

1973:131n.620)]で 敗 れ た 後,ア ッテ ィラ とそ の側 近 は 「車 を楯 と して円陣

を組 んでその 中に こもった。 しか しこの極 限状 況の 中にあ って もア ッテ ィラは

主権 を保 ち,馬 の鞍(equinissellis)を 火 葬 用 の 薪 の 山 の よ う に積 み上 げ,も

し も敵 が 自分 を攻 撃 して きた な らば炎 の中 に身 を投 じて,誰 も 自分 を傷 つ け る

こ とが で きな い ように した」。

この記事 は しば しばフ ンが木製 の鞍,す な わ ち硬 式 鞍 を使 用 して い た ことを

示 す 証拠 と して引用 され る(Werner1956:51;1.L.Kyzlasov1973:25;1.
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L.ク ィズ ラ ソ フ1988:4)。 も っ と もメ ン ヒ ェ ン=ヘ ル フ ェ ン は硬 式 鞍 出現

以 前 の 敷 物 で も燃 やす こ とはで きる と して この考 え方 に疑 問 を呈 して い るが

(Maenchen-Helfen1973:208),5世 紀 に フ ンの 領 域 で 居 木 の 飾 板 が 存 在 す

るこ とを考慮す れば,こ の 火 葬用 の 山 は木 製 鞍 を積 み上 げた もの と解釈 す るの

が 自然で あろ う。 この ように草原地帯西部へ の硬式鞍 の普 及 はフ ンの進 出 と結

び付 けて考 え ることがで きるで あろ う。

ところでフ ン時代 には居 木の飾板 は出土 しているが,居 木 本体(と 前 輪 ・後

輪 そ の もの も)は 今 の とこ ろ出土 して い な い。 一方,上 記 の7～8世 紀 の硬 式 鞍
みずお

の居 木 には長方形 の小 さな孔 が あけ られ てい る。 この孔 に朝 を通 し,そ れ か ら

鐙 を吊 した ので あ る。 実 際 にコケ リ2号 墳 や南 山塩 湖2号 墓 か らは鉄 鐙 も出土

して い る(Vainshtein1966a:345;王1973:31)。 しか し草 原 地 帯 西 部 の5

世 紀 の 墓 か ら は鐙 が 出土 して い ない。せ っか く鐙が装着可 能 な硬式鞍 を採用 し

なが ら,鐙 は使 わ な か った の で あ ろ うか 。次 に鐙 の起源 と分布 につ いて検討 し

てみ よう。

5.革 鐙 は存在 したか?

鐙が いつ どこで最初 に使 われ たのか とい う問題 は,い ま だ に決着 のつ い て い

な い大 問題 であ る。 まず,金 属 製 の 鐙 が 登 場 す る前 に素 材 として革紐 や縄 だけ

を使 った鐙が あ ったか どうかが問題 となる。 その ような有機 質の材料 は遺物 と

して残 りに くいので,図 像 表 現 か らそ の存 在 につ い て 論議 がたたか わ されて い

る。

ミンス は,チ ェル トム リク 出土 の 銀 製 壷 に表現 されたス キタイの馬(図6)

に は鐙 は付 け られ て い ない よ うに見 えるが,た だ腹 帯 か ら垂 れ て い る紐 が 革鐙

の ように見 え る,と して革 鐙 の 存 在 の 可 能 性 を指 摘 した(Minns1913:75)。

また彼 は 同 時 に ピ ョー トル=コ レク シ ョ ン中 の 「樹 下 に休 む騎士」(図15)の

馬 の鞍 か ら下 が る紐 が鐙 か も しれない と も指摘 した(Ibid.:277)。 っ つ い て ア

レ ン トが 同 じ くチ ェル トム リク壷 の鞍 か ら垂 れ る革紐 を革鐙 と断定 して,そ の

装 着 想 像 図 を発 表 した(図41)(Arendt1934:207-208)。 以 後 多 くの研 究 者
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が この チ ェル トム リク壷 の表現 に基づ い て ス キ タ イ革鐙 説 に賛 同 して い る

(Wittfogel&Feng1949:505;増 田1971:17;加 茂1973:294;1.L.Kyzla-

sov1973:31;1・L.ク ィズ ラ ソ フ1988:7;相 馬1977:143;孫1981:

s7)o

ク ラ ッ トン=ブ ロ ック は,ス キ タ イの クル=オ バ古 墳 出土 の金 製 首 輪 両 端 に

付 け られ た騎 馬 人物 像(図42)の 沓 の 中央 に見 ら れ る 線 を鐙 とみ な した が

(Clutton-Brock1992:76),す で に増 田 が 指 摘 して い る よ うに この線 は 「沓

の表面 を結 ん だ紐 」,(増 田1971:17)で あ ろ う。 チ ェル トム リク壷 の 馬 に乗

って いないス キ タイの沓 に もこの線 が表現 されて い るこ とを見 れ ば(図43),

これ が鐙 で な い こ とは明 らかで あ る。 さらに クル=オ バ の騎 馬像 に は鞍 も表 現

され て い ない。 これで は鐙 を装着す るこ とはで きない。

ところで この クル=オ バ の馬 は前 足 を折 り曲げ て い るが,本 来 馬 が 足 を折 り

曲 げ るの は きわ めて不 自然 な行為 であ る。上記 のチ ェル トク リク壷の馬 の調教

連続場面 に も馬の足 を折 り曲げ ようとす る光景 が見 られ るが,ロ ッレは これ を

鐙 が な か っ た時代 に負傷 兵 をす みやかに馬 に乗せ るため に必 要 な技 で あった と

解 し(Rolle1980:112),む しろ これ らの 資 料 を鐙 が な か った ことの証拠 と

してい る。

この よ うにクル=オ バ 首 輪 の騎 馬 像 に鐙 を見 い だ す研 究者 はほ とん どいない

が,チ ェル トム リク壷 につ い て は革 鐙説 が広 く認 め られつつあ った。 しか し早

くハ スキ ンスがチ ェル トム リク壷 と 「樹下 に休 む騎士」飾板 に見 られ る鞍か ら

垂 れ 下が る ものが 革鐙 で は な く腹帯 で あ る こ とを指 摘 し(Haskins1952:

263),ビ ヴ ァー もチ ェル トム リク壷 に見 られ るのは革鐙 で はな く垂 れ下が った

腹帯 であ ろ うと指摘 した(Bivar1955:61)。 ビ ヴ ァー は,そ れ とほ ぼ 同 じ時

代 の皮 革 製 品 が よ く残 っているパ ジ リク古墳群 で革鐙 が確認 されてい ないこ と

に注 目 してい る。 またホ ワイ ト,ヴ ァイ ンシ ュテ イ ン,リ ッ タウ ア ー もそ れ が

革 鐙 で は な く腹 帯 の 末 端 が 垂 れ 下 が って い る だ け とみ な して い る(White

1962:141;ホ ワ イ ト1985:173-174;Vainshtein1966b:63;Littauer1981

:99)。 ホ ワ イ トは,ハ デ ィー ス 集 な どの9世 紀 後 半 の イ ス ラ ム 史料 に鉄 製 鐙
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に先行 して木製 ・革製鐙が あ った とす る記述が あるこ とに対 して,そ れ は金 属

の前 に木 や革 が あ った はず だ とい う後 か ら考 えつ いた推測 に過 ぎず,考 古 学 的

に は何 ら根 拠 が な い と否 定 して い る(White1962:19;ホ ワ イ ト1985:

31-32)。 つ ま り1.Lク ィズ ラ ソ フが 例 示 して い る現 代 の シベ リア少 数民族 の

革鐙 や(1.LKyzlasov1973:31;1.Lク イズ ラ ソ フ1988:7),日 本 の 静

岡県 伊 場 遺 跡 出土 の 木 製 壷 …鐙(山 田1975:314)は,金 属 製 の 鐙 を模 倣 して

作 られ た もの であ り,金 属 鐙 に先 行 す る もの で はな い とい うわけで ある。 さら

にホ ワイ トと リッタウアーは,革 鐙 で は落 馬 した さい に足 が 鐙 か らはず れに く

く,引 きず られ て しま う危 険 が 高 い と も指摘 してい る(White1962:19;ホ

ワ イ ト1985:32;Littauer1981:99)o

フ ンの考 古 学 を研 究 して い る ヴ ェ ルナーはチ ェル トム リク壷 には直接言及 し

ないが,木 製 あ る い は革 ・麻 縄 製 の 鐙 が 金属製鐙 に先行 した とす る考 え方 に き

わめて懐疑 的で ある(Werner1956:53)。 同 じ くフ ンの 研 究者 メ ン ヒェ ン=

ヘ ル フ ェ ン もフ ンが 木 製 か 革 製 の鐙 を もっていた可能性 を否 定 は しない ものの,

フ ン と交 流 の深 か った ゲ ル マ ンが ア ッテ ィラ王 国崩壊後 も長 く鐙 を もってい な

か った こ とを考慮 して,革 鐙 につ い て は や は り懐 疑 的 で あ る(Maenchen-Hel-

fen1973:206)。 ボ ー ナ は,フ ンの墓 や 供 犠 遺 跡 で 革 ・縄 ・木 製 の鐙 に関す

る ヒ ン トす ら発見 されて いな い こ とか らそ れ らの存在 を否定 して い る(B6na

1991:].79}o

前 に革 鐙 で は落 馬 した とき に危 険 だ とい う考 え方 を紹介 したが,こ れ に対 し

て革 鐙 肯 定 説 側 か らは革鐙 は馬 に乗 る ときの足 がか りに過 ぎず,い った ん乗 っ

て し まえ ば も う足 か らはず したであ ろう とい う考 え方 も提示 されてい る(増 田

1971:16-17)。 この説 の根 拠 と して しば しば と りあげ られるのが,語 源研 究 で

あ る。 英 語 で 鐙 を意 味 す るstirrupの 語 源 はOxfordEnglishDictionaryに よ

れ ば,ア ン グ ロ ニサ ク ソ ン語 のstigrap(stigan="toclimb"=登 る 十rapニ

"
rope"=縄)に 求 め られ る,す な わ ち 馬 に乗 る足 が か り と して縄 の輪 の ような

ものが あ ったはず だ とい うわ けであ る(1.L.Kyzlasov1973:32;工L.ク ィズ

ラ ソ フ1988:8;Glutton-Brock1992:76)。
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しか し英 語 のstirrupや ドイ ツ 語 のSteigbiigel(steigen=登 る+B血gel=湾

曲 し た 柄)は そ れ で 説 明 で き た と して も,フ ラ ン ス 語 のetrier(OldFrench

で はestriu)や ス ペ イ ン語 のestribo,こ の 両 者 の 祖 語 と考 え ら れ る'`streup,

さ ら に イ タ リ ア 語 のstaffaや ロ シ ア語 のstremyaの 語 源 は 説 明 で き な い 。 そ

こ で ビ ヴ ァ ー は,ア ヴ ァ ー一ル が 鐙 を ヨ ー ロ ッパ に も た ら した とす る 説 に 基 づ い

て,未 知 の ア ヴ ァ ー ル 語 の 鐙 に 当 た る 語 か ら*streupが 生 ま れ た の で は な い か

とい う仮 説 を 提 示 して い る が(Bivar1955:65),ア ヴ ァ ー ル 語 の 単 語 な ど は

ほ とん ど記 録 され て い な い の で 検 証 し よ うが な い 。0方 ホ ワ イ トは ヨ ー ロ ッパ

ジ

諸語の鐙 に当たる語 の語源 をギ リシア語 の αστρ4βη(astrabe)に 求めた。 こ

の語 は荷鞍 を意味するが,時 には片側 に紐で吊した足乗せ用の板を付 けた女性

用の横座 り鞍 に も使われ,カ ロリング朝時代(751～987)に はastrabaは 鞍全

体ではな く足乗せだけを意味す るようになっていた。そ して本当の鐙が西欧 に

到達 した とき,す でにフランク人にはなじみのあった馬用足乗せであるastra-

baと 同0視 され,そ れか らヨーロ ッパ諸語の鐙 に当たる語が派生 した と説明

している(White1962:142-143;ホ ワイ ト1985:177-178)。

スキ タイの器物に革鐙 を見いだそうとする説 も語源か ら革紐 ・縄鐙の存在 を

想定する説 も,以 上のように現在では旗色が悪 くな りつつある。 ところがつい

最近再 び革鐙 にスポ ットライ トを当てる論考が現れた。それは,中 国雲南省江

川県李家山59号 墓か ら出土 した銅鼓形 「集市貯貝器」の蓋に付 けられた騎馬人

物像 の左 側 に鐙 が見 られ るこ とを指摘 した菅谷論文 であ る(図44)(菅 谷

1994:3)。 菅谷の観察によれば 「革鐙 は二本の紐(革 か紐かは判別 し得 ない)

をZ状 に撚 り合わせた もので,そ の下部 は騎乗者の脚親指 にきっち りと固定 さ

れぴんと張 っている」。 この貯貝器の年代 を菅谷 は 「西漢中頃のやや新 しい時

期」(と い うことは前2世 紀末～前1世 紀初 ということか)と し,こ れ まで確

認 されている最古の鐙表現である湖南省長沙市金盆嶺 出土騎人桶(後302年)

(図24)よ りも 「世界の鐙の初現が,お よそ四〇〇年以上 も古 くなったことに

なる」 と評価 している(同 上:5)。

しか し戦国時代 ない し秦代にすでに革鐙が存在 した とする説 も以前から主張
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されている。河南省洛陽近郊金村 の古墳か ら出土 した とされる金銀錯狩猟文鏡

の騎馬人物像(図45)に,梅 原は 「鐙の着装 を認め」,「支那 に於 ける最 も古い

例」 と評価 し(梅 原1933:3,7),原 田 ・駒井 もこれ を 「輪鐙 らしいもの」

と認めた(原 田 ・駒井1936:60)。 ただ し原田 ・駒井は,『 説文』では 「鐙」

の字に鞍 に付ける 「あぶみ」の意味がないが(本 来 「鐙」 は食物 を盛 るたかつ

き,あ るいは燈火をともす皿 を意味す る),車 に乗 る際に沓 を掛ける 「革豆」 と

呼ばれる革帯があったことが知 られるので,こ の 「鞄」が馬に騎乗する際にも

使用 されるようになったのであろうと推測 して,革 鐙の存在の可能性 を肯定 し

ている。それをうけて増 田もこの鏡の 「馬腹部に一見垂飾か とも思える総をつ

けた革製のあぶみが表現 されてい る」 と見たが,「 武人の足 はあぶみに挿入 し

ていない」 ことに注 目して,こ れは 「馬に乗る時のみ使用 し,騎 乗中は足 をは

ず して使用す る」 もの と解釈 した(増 田1971:16-17)。 しか しこの鞍か ら垂

れる 「輪鐙のようなもの」の輪は非常に小 さいので,と て も足 を入れ られそう

もない。たまたまこの部分だけアンバランスに表現 して しまったのか,そ れ と

も単なる装飾か判断するのはむずか しいのではないであろうか。

相馬 も増田につづいてこれを革鐙 とみるが,そ れと同時に騎馬が表現 された

い くつかのオル ドス青銅飾板(図46)で 馬の鞍の前方あるいは後方に(前 述の

小 さな輪鐙 とは異 なって)非 常に大 きな 「杏仁形の もの」が見 られるが,こ れ

を 「皮革製のあぶみ と考 えて大過ないのではないか」 と推測 した(相 馬1977

:140-143)。 なぜ この ように大 きな輪 を鐙 とみなすか とい うと,ペ ルシアでは

馬丁が両腕 を輪状 にして手の指 を組み合わせ ることによって足がか りをつ くり,

騎乗 しようとする人を投 げ上げる乗馬法があ り,こ の輪状の両腕の形か ら輪鐙

が出現 した と考 えているか らである(相 馬1977;154-156)。 しか しこの大 き

な輪が鞍の後方 に垂れている例 もある(そ の方が多い)こ とは,鐙 の位置 とし

ては不 自然 と言わざるをえない。 また馬丁が投げ上げて くれるのであればいい

が,地 面すれすれにまで垂れたただの大 きな輪では足 を掛 けて もほとんど意味

がないであろう。楊泓はこれを輪鐙 と見 ることに疑問を呈 し(楊1984:47),

デ ィーンははっきりと否定 している(Dien1986:43)。
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相 馬 は さらにパ ルテ ィアに も革鐙 があ った と主張す る。 その根拠 とな る図像

はシ リアの ドゥラ=エ ウ ロボ スDura-Europosの 壁 画 に描 か れ た野 ロバ 狩 りを

す る軽 装 の射手 で あ る(図47,48)。 こ の壁 画 で は,馬 の 前 足 の 付 け根 の下 あ

た りに輪状 の線が見 え る。 これ を相 馬 は革 製の鐙 とみて,乗 馬 中 は足 か らは ず

して い た と解 釈す るのであ る(相 馬1977:144)。 しか し も しもこ れが 革 鐙 で

あ った とす れば,馬 が 疾 駆 して い るの で あ るか ら軽 い革鐙 は後方 になび くのが

自然 であ ろ うが,そ れ が 逆 に前 方 に垂 れ て い るの は きわめて不 自然 といわ ざる

をえない。 また相 馬 は描 き起 こ しの図で この線 を馬の前足 の上 の方,つ ま り手

前 側 につ づ けて伸 ば し,馬 の鞍 の下 あ た りか らこの線 が 出てい るか の ように描

いてい るが,発 表 され て い る カ ラー 図版 か ら判 断す る限 りこの線 は馬 の足 の下

か ら出てい る,す な わ ち馬 の 向 こ う側 か ら出 て い る。 この線の色 は茶 色で手前

の射手 の右足 の色 と同 じで あるので,弓 を射 るた め にや や 体 を ひね っ た左 足 の

先 を表現 した もの とみなすべ きであ ろ う(Dien1986:43)。 ドゥ ラの壁 画 を

調 査 した ホ プキ ンス もこれが長靴 であ る と判 断 し,「 鐙 は な い」 と記 して い る

(Hopkins1936.:153}o

中 国 と は 別 に イ ン ドで も親 指 鐙 と思 わ れ る表 現 が発 見 され て い る(川 又

1994b:10)。 前2世 紀 末 と思 わ れ るサ ー一ンチ ーSanchi第2塔 の 浮 彫 に は親 指

鐙 と思 わ れ る も の が 見 られ(図49)(VanLohuizen--deLeeuw1957:228,

fig.4),後100年 頃 の ク シ ャー ン朝 の押 型 印 章 に も鐙 の よ うな ものが見 られ る

(図50>。 後 者 を ホ ワイ トは 「rigidhookか た い鈎 」 とみ な し,足 に はブ ー ッ を

は い て い る と して い るが(White1962:15;ホ ワ イ ト1985:28),親 指 と人

差 指 の 間 の股 に挟 ん で い る ように も見 える。

イ ン ドで はほか に親指鐙 で はないが,騎 乗 者 が 足 の先 を腹 帯 の 間 に挟 んで い

鐙代 わ りに して い るよ うな光景 がマ トゥラーMathuraの 浮 彫(前2～1世 紀)

に見 られ る(図51)。 ホ ワイ トは こ の腹 帯 の 問 に挟 む こ とか ら親指鐙 が発生 し

たので はないか と考 えてい る(White1962:14;ホ ワ イ ト1985:28)。 しか

しこの マ トゥラー の浮 彫 で は腹帯 ははっ き りと敷物 のほぼ中央 に幅広 に表現 さ

れているので,足 を入 れ て い る細 い帯 は それ とは別 に馬 の背 か らか けられた も
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の と考 え ざる をえ な い。 これ と似 た よ うな ルー プ状 の足 掛 け は,ク ー ル ー

Kulu壷 の 名 で 知 られ る大 英 博 物 館 所 蔵 の青銅 壷 に線 彫 りで 表現 されて い る

(図52)。 こ の壷 は イ ン ド西 北 部 ヒマ チ ャル=プ ラデ シ ュHimachalPradesh州

ゴ ン ドラGondlaで1857年 に い くつ か の 金 属 器 と と もに発 見 され た もので,前

1世 紀 と も(TheCrossroadsofAsia:162)ま た後1-2世 紀 と も言 わ れ て い

る(White1962:15;ホ ワ イ ト1985:171)。 そ の 胴 部 に表 現 され た車 馬 楽

人群 像 の 中に二人 の槍 を もった騎兵 がい るが,両 者 の足 は馬 の 背 か らか け られ

た紐 状 の ものに入 れ られてい る。 ただ しこの壷 につ いては偽物説が あ るこ とも

注 意 しておか なけれ ばな らない(同 上)。 い ず れ に して もこれ らの足 掛 け はす

べ て馬の背 か らか け られ ているのが特徴 であ る。敷物程度 の鞍 では,鞍 か ら足

掛 け=鐙 を 吊す こ とな どで きな い相 談 であ り,こ れ らが 後 世 の鞍 か ら吊す 鐙 と

は 関 係が ない こ とを物語 ってい る。 そのほか に イ ン ド中部 のナ ーグプルNag-

purの 積 石 墓(前2～1世 紀)で 街 と と もに一対 で 発 見 され た湾 曲 した鉄 製品

(図53)を 鐙 の 踏 込 部 とす る解 釈 も あ る(Leshnik1971:147)。 この 鉄 製 品

は両 端 が ル ー プ状 に な ってお り,そ こ に紐 を結 んで 吊 し,鐙 に した とい うわ け

で あ る。 しか しこれ は まだ推測 の域 を出 ない。

以上,革 鐙 に関 す る諸 説 を整 理 して み よう。前5～4世 紀 の ア ル タイ のパ ジ

リクの軟 式 鞍 に鐙 が ない こ と,秦 始 皇 帝 陵 の馬 桶 に鐙 が 表 現 されて いない こと

を考慮 す る と,草 原 地 帯 の ス キ タイ時 代,中 国 の 戦 国 ・秦 時代 に は革(あ るい

は縄)の 輪 鐙 は なか っ た可 能 性 が 高 く,も しあ った と して も きわめ て特 殊 な用

例 と見 るべ きであ ろ う。 その後,前2～1世 紀 に中 国南 部 の 雲 南 省 とイ ン ドで

ほぼ同時 に親指鐙 が出現 した。雲南省 とイン ドとはそ の間 に高 山が ある ものの

比較 的距離 が近 く,前 漢代 に は 四川 の布 と竹 を大 宛 で見 た とい う張蕎 の証言 な

どか ら四川 ・雲南方 面 とイ ン ド ・中央 アジア南部 との交 流があ った ことが想定

されるので,ど ち らか の 親 指 鐙 が 伝 わ った と も考 え られ る。 このイ ン ドの親指

鐙が仏教 の布教活動 とともにア フガニス タン,ト ル キ ス タ ンを通 って 中 国 に伝

わ っ た とす る説 もあ るが(Hu1937;White1962:15;ホ ワイ ト1985:28;

ス カ ー1988:44),今 の と こ ろそ れ を証 明す る資 料 は見つ か ってい ない。 イ
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ン ド ・中国 南 部 の どち らに も近 い東南 アジアには今 の ところ13世 紀 まで 下 らな

い と鐙 が 登 場 しな い とい う報告 もあ る(新 田1984:4)。 イ ン ドで もそ の 後,

親 指鐙 の表 現 は見 られ な くな り,足 を完全 に入 れ られ る本 格 的 な輪鐙 は ようや

く10世 紀 に な っ て か ら オ リ ッサ に 登 場 す る(White1962:140;ホ ワ イ ト

1985:170)。 また親 指 鐙 は裸 足 で な い と使 え ない もので あ り(White1962:

15;ホ ワ イ ト1985:28),と くに北 方 の 寒 冷 地 に は不 向 きで ある。 さらに 「親

指鐙」 で は,本 来 の鐙 な ら容 易 な腰 を浮 かせ る姿勢 もま まな らないで あろ う。

一方 イ ン ドで は紀元前後 に馬 の背 か らか けるル ープ状 の足 掛 け も現 れた ようだ

が,こ れ も鞍 か ら吊す 鐙 とは 関係 が ない。結 局,革 製 の 親 指鐙 や馬 の背 か らか

け る足 掛 けは散発 的な広 が りしか見せ ず,本 格 的 な金 属 製 輪 鐙 と系 譜 的 に は関

係 が ないであ ろ う(川 又1994b:11)。

6.金 属鐙の普及

金属 製(木 芯 銅 張 り ・木 芯 鉄 張 りを含 む)の 鐙 の 最古 の確 実 な例 は,第3節

で指 摘 した よ うに4世 紀 初 の 中 国 か らの 出土 品 で あ るが,そ れ よ りも古 く漢 代

か らあ っ た とい う説 も出 されてい る。その証拠 として挙げ られるのは以下 の3

つ で あ る。 まず ラウ フ ァー は,清 代 の 金 石索 巻 三(1821年)に 掲 載 され て い る

漢 代 の 画 像 石 に鐙 をつ けた騎 士 が表 現 され て い る と指 摘 した(Laufer1909

:230,n.2)。 こ れ は有 名 な 山東 省 嘉 祥 県 武 氏 祠(後 漢 末,147年)の 画像 石

の 騎 馬 像 の こ と で(図54),ほ か に も こ れ に 注 目 す る 研 究 者 が い る が

(Needham1954:167;加 茂1973:310,1980:167),こ の 図 は金 石 索 の編 者

(凋雲 鵬 ・鷹 雲鶴)に よ る推 定 復 元 図 で あ り,忠 実 な拓 本(図55)で は 騎 乗 者

の 足 に 鐙 が あ る か ど う か は判 別 不 可 能 と言 わ ざ る を え な い(容1936:

36a-38a;長 広1965:69;Wu1989:260)。 ペ リ オ は ま た シ ャ ヴ ァ ン ヌE.

Chavannesを 引 きつ つ 金石 索 の 拓 本 の原 石 が 相 当に改作 され,派 手 に装 飾 され

て しま って お り,こ の 鐙 もあ とか ら彫 られ た もの であ るこ とを指摘 して,漢 代

に鐙 が存 在 した とす る説 を否 定 してい る(Pelliot1926:260)。

次 に,前 漢 武 帝 時 代 の将 軍 霧 去 病 の墳 墓上 にあ る石獣 の一つであ る臥牛 に2
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つの鐙が はっきりと刻 まれていることに注 目した人 もいる。1950年 にこれを見

たソ連の考古学者キセ リョフS.V.Kiselevは 興奮 して,中 国で は前漢時代 に

すでに鐙が使 われ始めていたことが証明 された と語 った とい う(武1961:

163)。 しか し武伯論はこの 「鐙」の形が小 さくてひもが短 く,実 用 に合わない

ことか ら,後 世の人がたわむれ に刻 んだ ものであろうと判断 し(同 上),楊 泓

も同様 に考えている(楊1961:695)。

3番 目は1979年 に青海省互助土族 自治県の土洞墓か ら出土 した青銅の飾板で

ある(図56)。 報告者はこの図像 を,う ず くまった大馬の背の上 に小馬がいる

とみなし,大 馬の腹部には一対の鐙が表現 されていると解釈 した(許1981:

96)。 この墓は伴出 した土器 などか ら後漢代 とされ,こ の飾板 は旬奴の もの と

類似 しているとされた(同 上)。 この年代 に着 目した豊州 はこれを 「最早的馬

鐙」 と評価 し,「遅 くとも後1～2世 紀 には我が国北方遊牧民族が鐙 を使用 し

ていたことの物証である」 と断定 した(豊1983:104)。 これに対 し,楊 泓は

この馬 には鞍がないので鐙が表現 されることはあ りえず,単 なる幾何学的装飾

であろうと判断 した(楊1984:47)。 デ ィーンもまた楊説を紹介 した うえで

さらに蹄 を強調 した可能性 もあ ると指摘 した(Dien1986:44)。 大馬の上に

小馬 を乗せたいわゆる 「双馬牌飾」はオル ドス ・長城地帯で数点発見 されてい

るが,い ずれにも大馬の腹部に方形の 「鐙」のような表現 は見 られない。 この

互助出土例 は動物の側面に 「太陽文」や 「臼形文」が表現 されている点で も他

の 「双馬牌飾」 とは異なるが,そ のほかに動物の姿が馬のようには見えない点

で も特異である。まず上の動物は顔が長 くな く耳 も丸いことか ら馬 というより

はヒョウか トラのようなネコ科の動物のように見える。 また下の動物 も顔 は長

くな く鼻先が湾曲 してやや尖っていることを考慮す ると,鋭 い くちばしをもつ

グ リフィンか猛禽 とも思われる。 もしそ うであれば,腹 部の下の方形表現 は鈎

爪で はないであろ うか。いずれにして もこの飾板から漢代 に鐙があったと結論

づけることはで きない。

一方
,草 原地帯西部ではロス トフツェフがスキタイを駆逐 して黒海北岸の草

原 地 帯 の覇 権 を握 っ たサ ル マ タイ が は じめ て 鐙 を使 用 した と唱 え た
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(Rostovtzeff1922:121)。 彼 は そ の根 拠 と して ヴ ェ セ ロ フ ス キーN.Vese-

lovskiが1895年 に西 北 カ フ カ ス の クバ ンKuban川 流 域 で 発 掘 したサ ルマ タ イ

の墓 で鐙 が発 見 された ことを挙 げてい る(Rostovtzeff1922:126,130)。 増

田 は ロ ス トフ ツ ェ フの見 解 を紹介 した うえで,サ ル マ タイ とパ ル テ ィアの 武 装

は重 装 騎 馬で あ ったか ら,金 属 製 の 鐙 が あ った は ず で あ る とい う説 を立 て た

(増 田1971:18-19)。 しか しロ ス トフ ッ ェ フ は鐙 の 図 を発 表 してお らず,ホ

ワ イ トに よれ ば ヴェ セ ロ フス キ ーは口頭 で ロス トフツェ フにサルマ タイの墓か

ら鐙 を掘 り出 した と請 け合 っただ けで,ロ ス トフ ツ ェフ 自身 は出土 品 を見て い

ない とい う(White1962:16;ホ ワ イ ト1985:173)。 ヴ ェ セ ロ フ ス キ ー以

後100年 の あ い だ にサ ル マ タ イの 墓 は何 千基 と発 掘 されて い るが,い まだ に金

属 製 の鐙 は発 見 され て いない。 また黒 海北岸 の タナイスか ら出土 した奉 献石板

には小札 を綴 じ合 わせ た鎧 を着 て槍 を構二えたサ ルマ タイの騎士 が浮彫 で表 現 さ

れてい るが,鞍 も確 認 で きず,ま して や 鐙 は表 現 され て い ない(図57)。

シ リア東 部 の ドゥラ=エ ウ ロボ スで 発 見 され たパ ル テ ィア重装騎兵 の落書 き

に も鐙 は見 られ ない(図58)。 増 田 自身 も認 め て い る よ う に,鐙 の な い騎 馬 で

も長 柄 の武 器 を使 用す る戦 闘型式 はあ り,た だ効 力 を十 分 に発 揮 で きるか どう

か が問題 なのであ る(増 田1971:20)。 つ ま り鐙 は重 装 、騎 馬 に不 可 欠 の道具

とい うわ けで はないので あ る。 また増 田 は,イ ラ クの ハ トラHatra出 土 の パ

ル テ ィア武 人像 の沓 の先 が外側 にふ くらんでい るの は馬上 において鐙 が はず れ

るの を防 ぐためで あろ うと考 えて い る(同 上:19)。 しか し鐙 は む しろ 落 馬 し

た と き に はず れ な い方 が 危 険 で あ る とい う考 え方 もあ り(川 又1994a:

203-204),沓 の形 だ けで は鐙 の 存 在 を証 明す る こ とはで きない。

一方
,キ セ リ ョフ は ミヌ シ ンス ク博 物 館所蔵 の偶然 の発 見品で ある ミニ アチ

ュールの鉄製鐙 をタシュテ ィク時代 の もの と したが,タ シ ュテ ィク時 代 の 中 の

い つ ご ろ か につ い て は言 及 せ ず,図 も発 表 し な か っ た(Kiselev1951:

516-518)。LR.ク ィズ ラ ソ フ は そ の 図 を発 表 し(図59),さ ら に ウ イ バ ー ト

期(3世 紀)と 限 定 した(L.R.Kyzlasov1960:138,140)。 ウ イ バ ー ト期

と した理 由 は,そ れ 以前 に も以 後 に も墓 か ら ミニ アチ ュールの模 型 は出土 しな
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いか らだ とい う。1.L.ク ィズ ラ ソ フ も この 考 え を踏 襲 してい る(1.L.Kyzla-

sov1973:29-30;1。L.ク ィズ ラ ソ フ1988:6)。 だ が そ の 発 表 され た 図 を

見 る と,踏 込 部 が か な り幅広 い 。4～5世 紀 の初 期 の東 ア ジ アの 鐙 は例 外 な く輪

の上部 か ら踏込部 まで同 じ幅で細 い。踏込部 の幅が広 くなるの はややの ちの こ

とで あ る(Ambroz1973:86;ア ム ブ ロー ズ1988:21)。 また 輪 の 上 の柄 部

が な く,輪 の 上 部 が 太 くな っ て そ こ に孔 の あ い た タイ プ は さ らに新 しい

(Pletneva1981:245-246;白 石 典 之1994:45)。 ア ム ブ ロ ー ズ は前 者 を9～

10世 紀,後 者 を13～15世 紀 の鐙 に最 も近 い と指 摘 し(Ambroz1973:87;ア ム

ブ ロ ーズ1988a:22),ヴ ァイ ン シ ュテ イ ンは ミニ アチ ュールの模 型 を作 る風

習 はイェニセ イ中流域 で は20世 紀 初 まで行 わ れ て い た と批 判 した(Vainshtein

1966b:65)。 メ ン ヒ ェ ン=ヘ ル フ ェ ンや リ ッ タ ウ ア ー も ヴ ァイ ンシ ュテ イ ン

の批判 に同調 して いる(Maenchen-Helfen1973:207;Littauer1981:101)。

以 上 の よ うに,紀 元 後3世 紀 以 前 に金 属 製 鐙 が存 在 した とす る説 は今 の とこ

ろ きわめて根拠 薄弱 と言 わ ざる をえない。第3節 で 触 れ た武 威 雷 台 後 漢墓(2

世 紀 末 ～3世 紀 初)出 土 騎 馬 桶 に描 か れ て い た とい う 「脚 鐙」 を鐙 と認 め る と

す れば,そ れ が4世 紀 初 の 中 国 出土 例 につ なが る最古 の鐙 の表現例 とい うこ と

にな り,確 実 な とこ ろで は,結 局4世 紀 初 の 中国 出土 品 が 最 も古 い とい う状況

は今 もって変わ らない ので ある。騎馬 に関連 す る馬具で あればすべ て騎馬 を常

用す る遊牧民 の発 明 と思 い込 みが ちであ るが,鐙 に関 して 言 え ば,む しろ騎 乗

に下 手 な漢 人 が騎 乗 の 際の足 踏 み台 と して発 明 した もので ある とい う逆転 の発

想 を したの は樋 口で あ る(樋 口1972:2-3)。 樋 口 の結 論,「 三 世 紀 の後 半

に騎 馬 民 族 な らぬ 漢人が,鐙 を発 明 して,そ れ が,日 本 へ は早 くも五 世 紀 に伝

わ ったが,騎 馬民 族 世 界 へ 採 用 され た の は,さ らに晩 い 時 期 で あ った とい うこ

とがで きる」 は,今 で も十 分 に納 得 の い く もの で あ る。

第4節 の 最後 で,草 原 地 帯 西 部 の フ ン時 代 の遺 跡 には硬 式鞍 関連 の遺物 は出

土す る ものの鐙 は出土 しない と述べ た。硬式鞍 をす ぐに採 用 しなが ら鐙 を導入

しなか ったの は,彼 ら北 方遊 牧 民 が 鐙 の必 要 性 を感 じなか ったか らであろ う。

リ ッタウアー は,黒 海 北 岸 の ス キ タ イの 馬 は体 高 が平均135cmと ポ ニ ー の よ う
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に低 か った の で,騎 乗 の際 に鐙 を必 要 と しな か ったのであ ろ うと述べ ているが

(Littauer1981:104),こ の こ とは ス キ タ イ だ け で な く旬 奴 や フ ンに もあて

は まるであ ろ う。 ローマ人 の 目か らみて,フ ンの 馬 は短足 ・大 頭 ・し し鼻 で毛

深 く,不 格 好 で小 さか っ た とい う(Maenchen-Helfen1973:203-204)。

遊 牧 民 が鐙 を なか なか 採 用 しな か ったため に,西 ア ジ アや ヨー ロ ッパ に鐙 が

出現 す るの も大幅 に遅 れ るこ とにな った。上述 の よ うにパ ルテ ィアやササ ン朝

美術 には鐙 は見 られず(も ち ろ ん鐙 の 実 物 も出 土 して い ない),7世 紀 の タ,..._.

ク=イ=ブ ス ター ンの 帝 王 騎 馬像 浮 彫 に は鞍 の前輪 はは っ きりと確認 で きる も

のの,残 念 なが ら足 先 は欠 けて い て鐙 を付 けていたか どうか判断で きない 、(図

60)。 しか し同 じ ター ク=イ ニブ ス ター ンの 狩 猟 図 浮彫(図61)で は鐙 を付 け

て い な い こ とか ら,帝 王騎 馬 像 も鐙 は付 け て い ない とみ なすべ きで あろ う。

中央 ア ジ ア西部 に鐙 を もた ら したの は ソグ ド人 か突 厭 で あ ろ う(Tanabe

1995:317)。 出土 地 不 明 だが,マ ル シ ャー クB.Marshakが ソ グ ド美 術 に テ ユ

ル ク的 要 素 が 混 じった もので8～9世 紀 と した 銀 製 騎 士 像 に は 鐙 が 見 られ る

(図62)(東 京 国 立 博 物 館1985:No.159)。740年 頃 に描 か れ た と され て い る

ペ ンジ ケ ン トPenjikentの 壁 画 に も鐙 を付 け た 騎 士 像 が 見 られ る(図63)(同

上:No.88ほ か)。 さ ら に 同 じ く8世 紀 前 半 の シ リ ア北 部 カ ス ル=ア ル=ハ イ

ル=ア ル=ガ ル ビーQasral-Hairal--Gharbiに 残 る ウマ イ ヤ朝 の宮 殿 壁 画 に も,

鐙 を付 け た騎 者 が描 か れ て い る(図64)(Schlumberger1946-48)。 ホ ワ イ ト

が 指 摘 して い る よ うに,ア ラ ブ は イ ラ ン に侵 入 した と きに,ト ル キ ス タ ンか ら

伝 わ っ た ば か りの鐙 を知 った ので あろ う(White1962:19;ホ ワ イ ト1985

32)o

ヨー ロ ッパ に は じめ て鐙 が 伝 え られたのは6世 紀 末 ない し7世 紀 の こ とで あ

った ら しい。 ドニ ェプル中流域 のボル ター ヴ ァ近郊 で1912年 に発 見 され た 「ペ

レ シ チ ェ ピ ノPereshchepino遺 宝 」 中 に は鞍 の 前 輪 ・後 輪 の 覆 輪 装 飾 と前輪

の獅 子 形 装 飾(い ず れ も金 製)(図65),さ ら に 銀 製 の 鐙 が あ る(図66)

(Werner1984)。 この 遺 宝 の 年 代 は 出土 した ビザ ンッの貨 幣か ら7世 紀 末 あ

る い は8世 紀 初 と思 わ れ るが,残 した民 族 につ い て は ア ヴ ァー ル説,ス ラヴ説,
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ハ ザ ル説等 が あ り,い ま だ に 決 着 が つ い て い な い(Marshak&Skalon1972

:3-12)。 前 輪 に一 対 の 向 か い合 っ た獅 子 を付 け る装 飾 は 日本 の室 町時代 の唐

鞍 に も見 られ(図67),偶 然 の 一 致 と はい え興 味 深 い。 これ に対 しハ ンガ リ.__.

を中心 と した東 欧 の7～8世 紀 の遊 牧 民 の墓 か ら出土 す る鐙 は,ア ヴ ァー ル の

もの と考 え られ て い る。 その中 には長 い柄部 の下部 に方形 の孔が あ けられ踏込

部が幅広 い タイプの ものが あ り(図68),ア ル タイ の クー ラ イ期(7～9世 紀)

の鐙(図69)や 中 国 の唐 代 の鐙(図70),日 本 の7世 紀 の鐙(図71)に 類例 が

見 られ る。 た だ しア ヴ ァー ルの遺跡 ・遺物 の編年 はまだ確 立 されて お らず,鐙

の 正確 な年 代 付 け もこれ か らの作 業 とな ろう。

ウ イ ッ トフ ォーゲ ル はル フ ェー ブル=デ=ノ エ ッ トLefebvredesNoettes

を引 用 しつ つ 鐙 の発 明 は軍事 的 大 進歩 であ り,弓 ・槍 ・刀剣 で 武 装 す る騎 馬 戦

士 に よ り大 きな力 を与 える ことになった と指摘 した(Wittfogel&Feng1949

:507)。 そ の考 え を さ らに発 展 させ て,ホ ワイ トは鐙 をい ち はや く採 用 したカ

ルル=マ ル テ ルが 新 しい 型 の戦 闘 法 を創造 してそれがの ちに封 建制 と呼 ばれ る

こ とに な る新 しい社 会構i造 を生 み 出 す も と に な っ た と した(White1962:

28;ホ ワ イ ト1985:41)。 こ の 説 に は批 判 もあ るが(Clutton-Brock1992:

76),鐙 の役 割 を大 き く評 価 した もの と して注 目すべ きで あろ う。

7.お わ り に

鞍 と鐙の歴史を簡単 にまとめてみれば,次 のようになるであろう。前1千 年

紀前半に草原地帯のスキタイ系遊牧民が軟式鞍 を使い始めた。鞍 を固定するの

に草原地帯の西部では胸繋 と腹帯を使い,東 部ではさらに尻繋 も用いた。前4

世紀末頃に軟式鞍 は中国に伝 わった。軟式鞍に革鐙 は付 けられていなかった。

前2～1世 紀に南 アジアの一部で革製の親指鐙が使われたが,あ まり広 まらな

かったようである。

後2世 紀末～3世 紀初 に胸繋の装着法が硬式鞍 に近い厚手の軟式鞍が中国に

現れ,こ れには足がか りが付 けられていた可能性がある。3世 紀末には同 じく

中国に前輪 ・後輪垂直の木製硬式鞍が現れた。 ごく初期 にはこの硬式鞍の左側
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に単 に騎乗する際の足がか りとして金属製(な い し木芯金属張 り)の 鐙が付 け

られた可能性がある。 しか しそれはあったとして もご く一時的,局 地的な もの

で,す ぐに両側に付 けられて騎乗中 もずっと足を入れて使われるようにな り,

その タイプの硬式鞍が5世 紀 には朝鮮半島か ら日本にまで伝えられた。その後

まもな く東アジアでは後輪傾斜鞍が現れ,以 後長 く使われるようになった。

一方草原地帯にも5世 紀 には硬式鞍が伝 えられ
,お そ らくフンによって東欧

にまで達 した。それはすでに後輪傾斜鞍であったにもかかわらず,鐙 は付 けら

れていなかった。7世 紀にはヨーロッパ にも鐙が登場するが,そ れをもた らし

たのはアヴァールであろう。8世 紀には中央 アジアか ら西アジアにまで(お そ

らく突厭 とソグ ド人によって)鐙 が伝 えられ,ア ラブの採用す るところとなっ

た。鐙の採用は戦術面で大革新 を起 こしただけでな く,政 治 ・社会面 にも大 き

な影響 を与えることになった。 このように硬式鞍 と鐙の発生は中国であろうが,

それ らの開発 と伝播には草原地帯の遊牧民が大 きな役割 を果た していた とい う

ことがで きる。
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19.甘 粛 、武威雷 台。青銅製騎 馬桶 、

2c末 一3c初 。(中 国美 術全集 離

塑編3)

21.甘 粛 、張摘 沙井 。銅 馬 、2

c末 一3c初 。(敦 燦 ・西 夏王国

展)

u

20.甘 粛 、武威雷 台 。青銅製騎 馬桶 、

2c末 一3c初 。(堀 胱撮影)

22.河 南 、鄭 州南 関。灰 陶鞍 馬 、

3c末 一4c前 半 。(中 国美術 全

集 離塑編3)

23.河 南 、安陽 孝民 屯154号 墓 。硬式 鞍復原 、

4c前 半 。(穴 沢 ・馬 目1984)

24.湖 南 、長沙金盆嶺21号

墓。施粕 騎 人桶 、4c初 。

(湖南 省博物館1959)



)

麺謹

26.遼 寧 、朝 陽蓑台 子。馬 具復原 図 、

4c前 半 。(遼寧 省博物 館文物 隊1984)
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28.新 彊 、 トゥル ファ ン、アス ターナ64TAM22号 墓 。

木 製 馬 、4-5c。(古 代 オ リエ ン1・ 博 物 館1986)
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掛 魍 耀 鎌 拶 ご
メ"くn鋳 彪:る ・

巖憲蕪ll縫
27.顧 榿 之 、洛 神賦 図巻 。7c

(原本4c末?)(中 国美 術全集

絵 画編1)

30.伝 福岡岩 戸山古墳 出土 。石馬 、

6c前 半 。(山 田1993)

鍵灘醗
醐 騒醗 繰難
29.高 句麗 、舞踊 塚。壁画 、5c

後半 。(朝 鮮 の文化財1980)

 

(
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31.甘 粛 、荘 浪 。造 像塔 、5c-6c前 半 。

(中 国美 術全集 雅塑編3)

32.南 シ ベ リア 、 ウ イバ ー

ト=チ ャ ア タス1号 墳 。白樺

樹 皮 製 前 輪 貼 付 装 飾(?)、

1c-2cor6c-7c(?)o

(Kiselev1951)

33.キ ル ギ ス タ ン、 ケ ン コ ー ル 。 鞍 覆 輪 、

4c‐5cor5c‐8c(?}(Werner1956}

睡
鱗
欝
麟
譲離
鞭肇

35.黒 海 東北 岸 、デ ュル ソ。居木先 飾 り

出土 状況 、5c。(Dm圭triev1979)

34.ア ル ザ ス 、ム ン ドル スハ イ ム。

居 木 先 後 飾 り、5c前 半 。

(Werner1956)

36.黒 海 北 岸 、 メ リ トポ ル 。 居 木

先 飾 り復 原 、5c。(Dmitriev1979)

下 ぐζ … … 一_...,_、ヘ ィ ノ

'ノ 黛
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胸
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3&東 北 カ フ カ ス 、 ヴ ェ ル フニ ー=チ ル ユ ル ト17

号 墳 。鞍 復 原 、7c。(Ambroz1979)

37.ハ ン ガ リー 、 ペ ー チ=ユ ス ヨグ 。

鞍 橋 飾 り貼 付 復 原 、5c。(B6na1991)
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39.南 シ ベ リア 、 トゥヴ ァ 、

コ ケ リ2号 墳 。 鞍 復 原 、7c。

{Vainshtein1966a}

濫

4

40.新 彊 、 ウル ムチ 、南 山塩湖2

号墓 。鞍復 原 、7c。(王1973)

42.黒 海 北岸 、クルeオ バ古墳 。金製首輪 、

前4c後 半。(ScythianArt1986)

41.ス キ タイ革鐙 装着推 定復

原 、前4c後 半。(Arendt1934)

43.黒 海 北岸 、チ ェル トム リク古墳 。銀壺 装飾 、前4c

後半 。(Rolle1980)

薮

霞
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藻

44.雲 南 、李 家山59号 墓。銅 鼓型 貯

貝 器装 飾 、前2-1c。(中 国 文 物

精華編輯 委 員会1993)
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45.河 南 、洛 陽金村 。金銀 錯狩猟 文鏡 、

前3c。(梅 原1984)
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46.オ ル ドス 。 青 銅 帯 留 飾 板 、 前3c。

(Rawson,Bunker1990)

灘
耀

、

y
猫

轟

峯

戦
識

〃
難
媛馨 灘擁難罪
難

織
鞍

ゆ

ノ

き

ノ

ら

な

メ

ノ

ヤ

ド

撫
讐

蕪
灘
鞭

{鞍

鷺

齢蘇か

懇

・

ア 　 リ へ

1鞍

47.48.シ リア、ドゥラエ ウ ロボ ス。「野 ロバ を狩 る騎手 」壁 画 とその描 き起 し、2c。

(ギル シュマ ン1966)(相 馬1977)

甑,ぞ謂 斌 一

49.イ ン ド、 サー ンチ ー第2塔 。

前2c末 。(世 界の 文様4)

騰雛雛羅難欝 糊齢i騰騰

50.イ ン ド、 ク シ ャ ン朝 。 押 型 印 章 、

後100頃 。(White1962)
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51.イ ン ド、 マ トゥラ ー 。 浮 彫 、

前2-1c。(Littauer1981)

52.イ ン ド、 ゴ ン ドラ。 青 銅 壼 線 彫 り描 き起 し、

前1一 後2c。(TheCrossroadsofAsia)

53.中 央 イ ン ド、 ナ ー グ プ ル 、 積 石 墓 。

鉄 製 鐙 踏 込 部?、 前2一 後1c。

{Leshnik1971)

■一.r一 =F-_

54.山 東 、嘉祥武 氏祠 。画像 石、2c中 頃 。金石索の 復原図

(Wu1989)

1

ノ1

、

55.山 東 、嘉祥武 氏祠。 後壁画 像 、2c中 頃 。(Wu1989) 56.青 海 、互助 、土洞墓 。青銅 飾板 、

1-2c。(青 海 省文物処1994)
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57.黒 海 北 岸 、 タナ イ ス 。奉 献 石 板 、2c。

(Minns1913)

、

弓
蚤
、

♂

「

58.シ リ ア 、 ド ゥ ラ=エ ウ ロボ ス。

パ ル テ ィア重 装 騎 兵 落 書 、2-3c。

(ギ ル シ ュ マ ン1966)
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麗 話蛾 ・謬

59.南 シ ベ リア 、 ミ ヌ シ ン ス ク。

鐙 ミニ ア チ ュ ー ル 、3cor9-15c

(?}o{L.R.Kyzlasov1960}
60.イ ラ ン、ター ク=イ=ブ ス タ ー

ン。 ホ ス ロー2世 浮 彫 、7c初 。

(Porada1965)
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61.イ ラ ン、タ・一クeイ=ブ ス タ ー ン。狩 猟 図 浮 彫 、7c初 。

(ギ ル シ ュ マ ン1966)

62.中 央 アジァ。銀製

騎 士像 、8-9c。(東

京 国立博物 館1985)
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63.中 央 ア ジ ア 、 ペ ン ジ ケ ン ト

VI-41号 室 。 壁 画 、8c初 。

(Belenizki1980}
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欝雛

64.シ リ ア 、 ウマ イ ア 朝 宮 殿 、 カ ス ル=ア ルe

ハ イル=ア ルeガ ル ビー 。 壁 画 、8c前 半 。

(Schlumberger1946-48)
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装

蓼縫肇鞭∵_
67.栃 木、二荒 山神社 。唐鞍 、14-15c。

(日本馬 具大鑑2)

、
禮一_

68.ハ ン ガ リー 、ペ ー

チ=キ ョズ テ メ トゥ。

鉄 鐙 、7c。(Kiss1977)
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69.ロ シ ア 、ア ル タ イ、

(ア ル タ イ 文 明 展)

・a:.iNr:二ご噂 響 ミ黛 轡 讐艇 兜 費 鷲 猶

ユ ス テ ィ ド。鉄 鐙 、7-9c。

歳繍一

灘
霧

繍

70.中 国 。 青 銅 鐙 、7c。

(Bivar1955}
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71.神 奈川、伊勢原下尾

崎横穴墓、7c後 半。(伊

勢原市教育委員会1955)


